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１ 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

 

（１）対象地域 

   構成市町村名   奈良県 香芝市、王寺町 

   面    積   31.27km2（香芝市：24.26km2、王寺町：7.01km2） 

   人    口   101,516 人（香芝市：78,236 人、王寺町：23,280 人）※H27.3.31 

 

（２）計画期間 

   本計画は、平成 28年 4月 1 日から平成 33年 3月 31 日までの 5年間を計画期間とす

る。なお、目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を

見直すものとする。 

 

（３）基本的な方向 

   香芝・王寺環境施設組合（以下、「本組合」という。）を構成する香芝市及び王寺町

は、奈良県の西北部に位置し、香芝市・王寺町は大阪府と境を接している。古くから

大阪と奈良を結ぶ交通の要衝に位置し、奈良県の西の玄関口として、県内外の発展に

寄与してきた。 

本組合の所有する「美濃園」（ごみ焼却施設・粗大ごみ処理施設）では、本組合圏域

から排出された可燃ごみの焼却処理、不燃ごみ・粗大ごみ・カン・ビンの破砕選別・

資源化処理、有害資源ごみの一時保管を行っている。焼却処理により発生する焼却残

渣は、大阪湾広域臨海環境整備センターへ埋立て処分委託を行っている。 

なお、ペットボトル等のその他の資源ごみについては、香芝市及び王寺町において、

独自に資源化委託を行っている。 

「美濃園」のごみ焼却施設及び粗大ごみ処理施設は、稼働後 34年目を迎え、老朽化

により本来の処理能力が低下していることから、熱回収施設及びリサイクルセンター

を更新し、本組合のごみ処理圏域における、より一層のごみの減量、再資源化、エネ

ルギー回収効率の向上が可能な処理体制を構築し、持続可能な循環型社会形成を推進

する。 

（４）広域化の検討状況 

   対象地域を構成する香芝市及び王寺町は、「奈良県ごみ処理広域化計画」（平成 11年

度）において、大和高田市、御所市、葛城市、上牧町、広陵町、河合町とともに「葛

城ブロック」に属している。平成 21 年度より、奈良県の設置する作業部会において、

全県的なごみ処理の広域化に係る検討が継続されているが、個々の施設の更新時期の

違いや広域化ブロック構成の問題等により、未だ実現には至っていない状況にある。 

香芝市・王寺町では、昭和 51 年 10 月の組合設立以降、組合として広域化による処

理を行っており、現在、奈良県下においては、各地域単位での広域化の動きが活発化
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し、将来的には、広域処理体制が整っていくものと考える。それまでの間、香芝市と

王寺町の 1市 1町による広域処理を図り、循環型社会形成を推進していく。 

 

２ 循環型社会形成推進のための現状と目標 

 

（１）一般廃棄物等の処理の現状 

 

平成 26 年度の一般廃棄物の排出・処理状況を、図１に示す。 

排出量は 31,430 トンであり、再生利用される総資源化量は 4,822 トン、リサイクル

率（＝（直接資源化＋処理後再生利用量＋集団回収量）÷（排出量＋集団回収量））は

14.1％である。中間処理による減量化量は 24,832 トンであり、排出量の 79.0％が減量

化されている。また、排出量の 14.5％に当たる 4,567 トン（焼却灰等）が埋め立てら

れている。さらに、中間処理量のうち、焼却量（理論値※）は 29,399 トンである。 

なお、美濃園（ごみ焼却施設）では、場内給湯等に余熱を利用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 一般廃棄物の処理状況フロー（平成 26 年度） 

 
 
※焼却量の理論値：当該年度に搬入された焼却対象物量（可燃ごみ及び破砕・選別後の可燃残渣量）と、実際の

焼却量とは、計量機器の違いによる誤差（トラックスケールとクレーン荷重計）やピット残量により数値が異なることか

ら、ここでは排出量と処理・処分量の合計が整合するよう、搬入された焼却対象物量を「焼却量」とした。 

集団回収量 総資源化量

2,791ｔ 4,822ｔ

直接資源化量 処理後再生利用量

767ｔ 1,264ｔ

(2.4%) 処理残さ量 (4.1%)

5,831ｔ

排出量 計画処理量 中間処理量 (18.6%) 処理後最終処分量

31,430ｔ 31,430ｔ 30,663ｔ 4,567ｔ

(100%) (97.6%) 減量化量 (14.5%)

24,832ｔ

自家処理量 直接最終処分量 (79.0%) 最終処分量

0ｔ 0ｔ 4,567ｔ

(0.0%) (14.5%)
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（２）一般廃棄物等の処理の目標 

   本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、

表１のとおり目標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。 

対象地域を構成する香芝市及び王寺町は、奈良県の西の玄関口として、大阪都市圏

及び中京圏との至近性等の地理的条件に位置し、また、鉄道や西名阪自動車道のＩＣ

と広域幹線道路が結節するなど交通網が充実しており、区画整理事業や大規住宅開発

により、良好な住宅地環境が整備され、人口が増加している。特に若いファミリー層

の転入が続いている状況であり、今後も人口の増加は続く地域である。 

表１ 減量化、再生利用に関する現状と目標 

□組 合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
※１ 排出量分は現状（平成 26年度分）に対する割合、その他は排出量に対する割合 

※２ （1事業所当たりの排出量）＝｛（事業系ごみの総排出量）－（事業系ごみの資源ごみ量）｝／（事業所数） 
※３ （1人当たりの排出量）＝｛（家庭系ごみの総排出量）－（家庭系ごみの資源ごみ量）｝／（人口） 

 
≪指標の定義≫ 

  排 出 量：事業系ごみ、生活系ごみを問わず、出されたごみの量（集団回収されたごみを除く。）〔単位：トン〕 
  再生利用量：集団回収量、直接資源化量、中間処理後の再生利用量の和〔単位：トン〕 
  熱 回 収 量：熱回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕 
  減 量 化 量：中間処理量と処理後の残さ量の差〔単位：トン〕 
  最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕 

排 出 量 事業系　　総排出量 7,988 ﾄﾝ 7,993 ﾄﾝ (0.1%)

　　　　　　　1事業所当たりの排出量※2 2.94 ﾄﾝ/事業所 2.92 ﾄﾝ/事業所 (-0.7%)

家庭系　　総排出量 23,443 ﾄﾝ 23,463 ﾄﾝ (0.1%)

　　　　　　　1人当たりの排出量※3 213.44 kg/人 203.02 kg/人 (-4.9%)

合　 計　　事業系家庭系排出量合計 31,431 ﾄﾝ 31,456 ﾄﾝ (0.1%)

　　　　　　　（集団回収を含む合計） (34,221 ﾄﾝ） (34,343 ﾄﾝ） (0.4%)

再生利 用量 直接資源化量 767 ﾄﾝ (2.4%) 1,046 ﾄﾝ (3.3%)

総資源化量（集団回収を含む） 4,822 ﾄﾝ (15.3%) 5,107 ﾄﾝ (16.0%)

熱 回 収 量 熱回収量 (年間の発電電力量) - 5,681 MWh

減 量 化 量 中間処理による減量化量 24,832 ﾄﾝ (79.0%) 24,558 ﾄﾝ (77.0%)

最終処 分量 埋立最終処分量 4,567 ﾄﾝ (14.5%) 4,678 ﾄﾝ (14.9%)

指　　　　　標
現　状 (割合※１) 目　標 (割合※1)

（平成26年度） （平成33年度）

(16.2%) 

(78.1%) 



- 4 

□香芝市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□王寺町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー（平成 33年度） 

排 出 量 事業系　　総排出量 5,553 ﾄﾝ 5,562 ﾄﾝ (0.2%)

　　　　　　　1事業所当たりの排出量※2 2.99 ﾄﾝ/事業所 2.97 ﾄﾝ/事業所 (-0.7%)

家庭系　　総排出量 17,859 ﾄﾝ 18,029 ﾄﾝ (1.0%)

　　　　　　　1人当たりの排出量※3 211.31 kg/人 202.49 kg/人 (-4.2%)

合　 計　　事業系家庭系排出量合計 23,412 ﾄﾝ 23,591 ﾄﾝ (0.8%)

　　　　　　　（集団回収を含む合計） (25,343 ﾄﾝ） (25,600 ﾄﾝ） (1.0%)

再生利 用量 直接資源化量 567 ﾄﾝ (2.4%) 795 ﾄﾝ (3.4%)

総資源化量（集団回収を含む） 3,592 ﾄﾝ (15.3%) 3,804 ﾄﾝ (16.1%)

熱 回 収 量 熱回収量 (年間の発電電力量) - - MWh

減 量 化 量 中間処理による減量化量 18,497 ﾄﾝ (79.0%) 18,293 ﾄﾝ (77.5%)

最終処 分量 埋立最終処分量 3,402 ﾄﾝ (14.5%) 3,485 ﾄﾝ (14.8%)

指　　　　　標
現　状 (割合※１) 目　標 (割合※1)

（平成26年度） （平成33年度）

排 出 量 事業系　　総排出量 2,435 ﾄﾝ 2,431 ﾄﾝ (-0.2%)

　　　　　　　1事業所当たりの排出量※2 2.85 ﾄﾝ/事業所 2.82 ﾄﾝ/事業所 (-1.1%)

家庭系　　総排出量 5,584 ﾄﾝ 5,434 ﾄﾝ (-2.7%)

　　　　　　　1人当たりの排出量※3 220.62 kg/人 207.36 kg/人 (-6.0%)

合　 計　　事業系家庭系排出量合計 8,019 ﾄﾝ 7,865 ﾄﾝ (-1.9%)

　　　　　　　（集団回収を含む合計） (8,878 ﾄﾝ） (8,743 ﾄﾝ） (-1.5%)

再生利 用量 直接資源化量 200 ﾄﾝ (0.9%) 251 ﾄﾝ (1.1%)

総資源化量（集団回収を含む） 1,230 ﾄﾝ (15.3%) 1,303 ﾄﾝ (16.6%)

熱 回 収 量 熱回収量 (年間の発電電力量) - - MWh

減 量 化 量 中間処理による減量化量 6,335 ﾄﾝ (79.0%) 6,265 ﾄﾝ (79.7%)

最終処 分量 埋立最終処分量 1,165 ﾄﾝ (14.5%) 1,193 ﾄﾝ (15.2%)

指　　　　　標
現　状 (割合※１) 目　標 (割合※1)

（平成26年度） （平成33年度）

集団回収量 総資源化量

2,887ｔ 5,107ｔ

直接資源化量 処理後再生利用量

1,046ｔ 1,174ｔ

(3.3%) 処理残さ量 (3.7%)

5,852ｔ

排出量 計画処理量 中間処理量 (18.6%) 処理後最終処分量

31,456ｔ 31,456ｔ 30,410ｔ 4,678ｔ

(100%) (96.7%) 減量化量 (14.9%)

24,558ｔ

自家処理量 直接最終処分量 (78.1%) 最終処分量

0ｔ 0ｔ 4,678ｔ

(0.0%) (14.9%)
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３ 施策の内容 

（１）発生抑制、再使用の推進 

施策項目 既存施策 新規施策 
事業期間 

開始 終了 

有料化 事業系ごみ及び多量（100kg 以上）の

持ち込みごみは有料としている。 

香芝市においては、排出抑制や分別

排出の促進、排出者の費用負担の公

平性をめざし、引き続き家庭系ごみに

対しても有料化を検討し導入を図る。 

王寺町においては、将来的な有料化

の必要性を含め、検討を行っていく。 

平成 28 年度 平成 32 年度 

環境教育 小学生向けに学校へ出向き環境教育

を行っている。 

住民の要望に応じ、出前講座を行っ

ている。 

施設見学を実施している。 

親子で一緒にごみ問題を考えること

ができる環境講座を開催する。 

平成 28 年度 平成 32 年度 

普及啓発 市・町の広報誌やホームページを通じ

て３Ｒの普及啓発を行っている。 

ごみの適正な出し方、分別、資源ごみ

の有効利用等を示したパンフレットの

配布、ホームページを通じ、幅広い啓

発活動を行い、生活ごみの 3R を周知

する。 

事業者に対する発生抑制活動の促進

を図る広報活動を行う。 

平成 28 年度 平成 32 年度 

助成 集団回収活動団体に対して助成金を

出している。 

家庭用生ゴミ処理機を購入する住民

に対して補助金を助成している。 

地域での３Ｒに関する取り組みの活性

化を促進するため、地域リーダー研修

会等を開催し、リーダーの育成や支援

制度の拡充を図る。 

広報等で補助金制度等の利用を促進

すると同時に、補助金の拡充を図る。 

平成 28 年度 平成 32 年度 

マイバッグ運動 

・レジ袋対策 

市・町内のスーパーの協力を得て、住

民に対しレジ袋の削減に向けてのマ

イバッグ運動を実施している。 

レジ袋の有料化を視野に入れ、地域

内事業者や地域団体とともに、マイバ

ッグ運動の拡充を図る。 

 

平成 28 年度 平成 32 年度 

再使用の推進 家庭で不用になった小型家具等を回

収し、年 1 回のイベント時にオークショ

ンを開催している。 

住民によるフリーマーケットの開催を

支援するとともに、書籍等の回収を行

い、再使用する。 

 

平成 28 年度 平成 32 年度 
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（２）処理体制 

  ア 家庭系ごみの処理体制の現状と今後 

     分別区分、処理方法については、表２～表３のとおりである。 

現在、香芝市では 10 分別、王寺町では 11 分別を実施しており、このうち資源

ごみは「カン」、「ビン」、「古紙類」、「有害資源ごみ」、「紙パック」、「ペットボト

ル」「白色食品トレイ」「古布」の 8区分により資源化を推進している。 

今後は、本組合の「美濃園」を更新し、「燃えるごみ」の焼却による適正処理・

エネルギー回収、及び「燃えないごみ」、「粗大ごみ」、「カン」、「ビン」の破砕選

別によって、資源回収効率の向上を目指す。 

 

表２ 香芝市・王寺町の家庭ごみの分別区分と処理方法の現状と今後 

 

 

 

 

 

 

一次処理 二次処理

15,809 15,881

4,889 4,712

675 554

168 158

48 39

79 60

741 734

240 245

479 498

158 148

19 16

8 8

6 89

2 30

81 182

40 65

1 26

1 8

-

-

※処理実績は、上段が香芝市、下段が王寺町を示す。

※分別区分上、カン・ビン及び古紙・古布は別の区分となり、11分別を実施している。

※原単位は減少又は同程度を維持しているが、人口増加により排出量が増加すると見込まれる項目もある。

小型家電製品 資源化 － 委託 －

委託 －

委託 －

委託 －

－

－

－

資源化

資源化 カン・ビン
複合

破砕

選別

有害資源ごみ 資源化

資源化

資源化

資源化

資源化

粗大ごみ 複合

委託

ペットボトル

白色食品トレイ

古紙類・古布類

破砕

選別

複合 燃えないごみ 複合
破砕

選別
美濃園

（破砕選別施設） 美濃園

（破砕選別施設）

※ビンは委託

有価物：売却

可燃残渣：焼却

※ビンを除く

ペットボトル

有害資源ごみ

燃えないごみ

粗大ごみ

カン・ビン

古紙類・古布類

保管

紙パック紙パック 資源化

資源化

資源化

委託

委託

委託

処理

方法

現状（平成26年度）

処理施設等
処理

実績（ｔ）
分別区分

白色食品トレイ

複合

資源化 委託

美濃園

（保管）

熱回収燃えるごみ 焼却

今後（平成33年度）

分別区分 処理方法
処理施設等 処理

計画（ｔ）

美濃園

（保管）
委託

美濃園

（焼却施設）

焼却灰：

大阪湾ﾌｪﾆｯｸｽ
燃えるごみ 焼却

美濃園

（焼却施設）

－ 委託 －

※ビンは委託
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表３ 分別区分の詳細 

分別区分 香芝市 王寺町

燃えるごみ

台所の生ごみ、布団・カーペット類、小型プラスチック製

品、発泡スチロール、衣類、剪定くず、ビニール製品、ゴ

ム製品、古着、ぬいぐるみ

台所生ごみ、紙くず、木くず、革・ゴム製品、布類、ビ

ニール製品、発泡スチロール、プラスチック製品

燃えないごみ 金属製品、玩具類、小型日用品

粗大ごみ
家具類自転車、大型プラスチック製品など、 一辺の長さ

が1ｍ程度以上のもの

カン アルミ類、スチール類（飲食用のみ） 飲食用のアルミ缶、スチール缶、お菓子缶

ビン類
飲食用のビン、化粧品のビン、薬（劇薬、農薬除く）のビ

ン、ガラスコップ、小型ガラス製品、陶器、瀬戸物

飲食用ビン、薬のビン、化粧ビン、ガラスコップ・ガラス製

品、陶器、せともの

古紙類

■雑誌、カタログ、本類、雑紙類

■新聞、チラシ

■ダンボール

■新聞・チラシ

■雑誌・カタログ

■ダンボール

古布類 衣類全般、タオル、シーツなどの布類

有害資源ごみ
■乾電池（ボタン電池除く）

■蛍光灯・電球・水銀式体温計

■乾電池（ボタン電池除く）

■電球、蛍光管

■水銀式体温計

紙パック 紙パックマークのついている紙パック 紙パックマークのついている紙パック

ペットボトル ペットボトルマークのついているペットボトル
ペットボトルマークのついているペットボトル（キャップは

除く）

白色食品トレイ 発泡スチロール製の白色食品トレイ 発泡スチロール製の白色食品トレイ

家具類、自転車、大型プラスチック製品など45リットルの

袋に入らないもの

 

 

  イ 事業系ごみの処理体制の現状と今後 

     今後も、「燃えるごみ」、「燃えないごみ」、「粗大ごみ」、「カン・ビン」の収集、

処理・処分を行うとともに、資源ごみの分別・３Ｒの推進について各事業者にて

実行されるよう要請していく。 

     また、多量排出事業者については、減量化計画の提出等を求めていくものとす

る。 

 

  ウ 一般廃棄物処理施設で併せて処理する産業廃棄物の現状と今後 

     今後も、産業廃棄物の処理を行う予定はない。 

 

  エ 今後の処理体制の要点 

◇本組合の「美濃園」を更新し、「燃えるごみ」の焼却による適正処理・エネルギ

ー回収及び「燃えないごみ」、「粗大ごみ」、「カン」、「ビン」の破砕選別による資

源回収効率の向上を目指す。 
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◇事業系ごみについて、今後も「燃えるごみ」、「燃えないごみ」、「粗大ごみ」、「カ

ン･ビン」、の収集、処理・処分を行なうとともに、資源ごみの分別・３R の推進に

ついて各事業者にて実行されるよう要請していく。多量排出事業者については、

減量化計画の提出等を求めていく。 

 

（３）処理施設の整備 

  ア 廃棄物処理施設 

   上記（２）ア、イ、エに示す処理を行うため、表４のとおり必要な施設整備を行う。 

 

表４ 整備する処理施設 

事業

番号
整備施設種類 事業名 処理能力 設置予定地 事業期間 備　考

1 エネルギー回収推進施設 熱回収推進施設整備事業 120ｔ/日 香芝市尼寺615 H30～H32

2 マテリアルリサイクル推進施設 リサイクルセンター（粗大ごみ処理施設）整備事業 10ｔ/日 香芝市尼寺615 H30～H32

 

（整備理由） 

事業番号 1 既存ごみ焼却施設の老朽化、エネルギー回収、有効利用の促進 

事業番号 2 既存粗大ごみ処理施設の老朽化、再生利用の推進、資源回収、有効利用 

           の利用促進 

 

（４）施設整備に関する計画支援事業 

   上記（３）の施設整備等に先立ち、表５のとおり計画支援事業を行う。 

 

表５ 実施する計画支援事業 

事業

番号
事業期間 備　　考

民間活力導入可能性調査事業 H28

生活環境影響調査事業 H28

施設基本設計及び支援事業 H28

アドバイザリー事業 H28～H29

施設基本設計及び支援事業 H28

アドバイザリー事業 H28～H29

熱回収推進施設整備（事業番号1）
に係る計画支援事業

31

32
リサイクルセンター（事業番号2）に
係る計画支援事業

事業名
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（５）その他の施策 

   その他、地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく。 

  ア 廃家電のリサイクルに関する普及啓発 

     廃家電のリサイクルについては、特定家庭用機器再商品化法に基づく適切な回

収、再商品化がなされるよう、関連団体や小売店等と協力して、普及啓発を行う。 

  イ 不法投棄対策 

     自治会などと一体となった普及啓発により、分別区分の徹底を進めるとともに、

パトロールの強化や監視カメラの設置などを行い、不法投棄防止を図る。 

  ウ 災害時の廃棄物処理に関する事項 

災害時には、香芝市及び王寺町の「地域防災計画」に基づき対応する。 

平成 18 年 4 月に締結した、奈良県都市清掃協議会における奈良県下 12 市 1 組

合による「災害等緊急時における一般廃棄物（ごみ）処理に関する相互応援基本

協定書」に基づき、相互応援・支援を行う。 

※仮 置 場：美濃園を候補地とする。また、協定書に基づき対応する。 

※最終処分場：美濃園で破砕・選別・焼却処理し、焼却残渣は大阪湾広域臨海

環境整備センターへ搬出する。また、協定書に基づき対応する。 

また、平成 24年 8月に、奈良県下の全市町村、一般廃棄物処理を行う 8組合及 

び関係する民間 4団体と「奈良県災害廃棄物の処理に係る相互支援に関する協定」

を締結し、広域的な相互支援を行う。 

 

 

４ 計画のフォローアップと事後評価 

 

（１）計画のフォローアップ 

   本組合及び構成市町では、毎年計画の進捗状況を把握し、その結果を広報等により

公表するとともに、必要に応じて国及び奈良県と意見交換をしつつ、計画の進捗状況

を勘案し、計画の見直しを行う。 

 

（２）事後評価及び計画の見直し 

   計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速や

かに計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。また、評価の結果を公表するとと

もに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとする。 

なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直す

ものとする。 
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事
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に

つ
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は
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画
本

文
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す

事
業

番
号

及
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様
式

３
の

施
設

整
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関

す
る

事
業

番
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と
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こ
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た
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様
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示
す

施
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の
う

ち
関

連
す
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も

の
が

あ
れ

ば
、

併
せ

て
番

号
を

記
入

す
る

こ
と

。

※
２

　
広

域
連

合
、

一
部

事
務

組
合

等
に

つ
い

て
は

、
欄

外
に

構
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す
る

市
町

村
を

注
記

す
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こ
と
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※
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様式３

開始 終了 H28 H29 H30 H31 H32

※１　処理施設の整備に係る事業番号については、計画本文３表４～５に示す事業番号及び様式２の事業番号と一致させること。

関連事業

1～2
32

リサイクルセンターに

係る計画支援事業

リサイクルセンター整備に係る民間

活力導入可能性調査、生活環境影

響調査、施設基本設計の作成と支

援、アドバイザリー業務を実施する。

香芝・王寺

環境施設

組　　　合

も

の

計

画

支

援

に

関

す

る

施

設

整

備

に

お

け

る

○

31
熱回収推進施設に

係る計画支援事業

熱回収推進施設整備に係る民間活

力導入可能性調査、生活環境影響

調査、施設基本設計の作成と支援、

アドバイザリー業務を実施する。

新設工事

香芝市、

王寺町、

組　 合

H29 ○
関連事業

1～2

H30

香芝・王寺

環境施設

組　　　合

H28

香芝市、

王寺町

香芝・王寺

環境施設

組　　　合

H32

H30

H32

香芝・王寺

環境施設

組　　　合

H32

H29H28

H28

普及啓発の推進

検討・実施

関連事業

1～2

○

○ 新設工事

そ

の

他

　地域の循環型社会形成推進のための施策一覧

環境教育

普及啓発

助成

マイバッグ運動

・レジ袋対策

家庭系ごみ

事業系ごみ

親子で一緒にごみ問題を考えること

ができる環境講座を開催する。

H2821

22

今後も、「燃えるごみ」、「燃えないご

み」、「粗大ごみ」、「カン・ビン」の収

集、処理・処分を行っていく。

熱回収の前処 理、 再生 利用 の推

進、最終処分の低減のため効率的

な処理を行う。

本組合の「美濃園」を更新し、引き

続き安定処理及び効率的な資源化

を継続していく。

熱回収施設

整備事業

リサイクルセンター

整備事業

エネルギー回収の促進により効率的

な処理を行う。

レジ袋の有料化を目指して、地域内

事業者や地域団体と とも に、 マイ

バッグ運動の拡充を図る。

有料化

－王寺町

香芝市、

王寺町

地域での３Ｒに関する取り組みの活

性化を促進するため、地域リーダー

研修会等を開催し、リーダーの育成

や支援制度の拡充を図る。

広報等で補助金制度等の利用を促

進すると同時に、補助金の拡充を図

る。

香芝市、

王寺町

Ｈ28

香芝市、

王寺町
H32

備考
交付金必

要の要否
実施主体

事業期間

検討・実施

15

H32

－

施策の概要

再使用の推進

住民によるフリーマーケットの開催を

支援するとともに、書籍等の回収を

行い、再使用する。

施策の名称等

事業者に対する発生抑制活動の促

進を図る広報活動を行う。

Ｈ28

香芝市では、家庭系ごみに対しても

有料化を検討し導入を図る。

施策

種別

H32香芝市 Ｈ28

王寺町では、将来的な有料化の検

討を行う。

香芝市、

王寺町

に

関

す

る

も

の

処

理

施

設

の

整

備

発

生

抑

制

､

再

使

用

の

推

進

に

関

す

る

も

の

14

16

12

13

11

1

2

変

更

に

関

す

る

も

の

処

理

体

制

の

構

築

､

自治会などと協力し、分別区分の徹

底、パトロールの強化や監視カメラ

の設置などを行い、不法投棄防止を

図る。

香芝市、

王寺町

特定家庭用機器再商品化法に基づ

く適切な回収、再商品化がなされる

よう、関連団体や小売店等と協力し

て、普及啓発を行う。

事業

番号

※１

41

42

廃家電のリサイクル

に関する普及啓発

不法投棄対策

香芝市、

王寺町

香芝市、

王寺町、

組　 合

43
災害時の廃棄物

処理に関する事項

市・町の「地域防災計画」に基づき

対応する。また、奈良県都市清掃協

議会の協定書に基づき、広域的な

相互応援・支援を行う。

香芝市、

王寺町、

組　 合

H28 適宜対応H32

H32 不法投棄防止の推進

検討

H32

H28

H28 H32

Ｈ28

Ｈ28

Ｈ28

安定処理・資源化の継続

H32

検討・実施

計画支援

計画支援

H32

検討・実施

検討・実施

検討・実施

H32

適正処理の推進



 

【参考資料様式１】

都道府県名 奈良県

(1) 事業主体名 香芝・王寺環境施設組合

(2) 施設名称 美濃園　（リサイクルセンター整備事業）

(3) 工期 平成 30 32 年度

(4) 施設規模 処理能力 約　10 ｔ/日

(5) 形式及び処理方式 破砕・選別・貯留

(6) 地域計画内の役割

(7)
廃焼却施設解体工事の
有無

有 無

(8) 事業計画額 1,000,000千円

施設概要（リサイクル施設系）

年度　～　平成

熱回収の前処理、再生利用の推進、最終処分の低減。



 

【参考資料様式２】

都道府県名 奈良県

(1) 事業主体名 香芝・王寺環境施設組合

(2) 施設名称 美濃園　（熱回収推進施設整備事業）

(3) 工期 平成 30 32 年度

(4) 施設規模 処理能力 約　120 ｔ/日　　（ 約60 ｔ/日× 2 炉）

(5) 形式及び処理方式 全連続燃焼式焼却施設

(6) 余熱利用の計画 １．発電の有無 ・　　無

２．熱回収の有無 ・　　無

（エネルギー回収率 16.5 ％以上）　

(7) 地域計画内の役割

(8)
廃焼却施設解体工事の
有無

有 無

(9) 事業計画額

施設概要（熱回収施設系）

年度　～　平成

9,120,000千円

有

有

エネルギー回収の促進より効率的な処理を行う。



 

【参考資料様式６-１】

都道府県名 奈良県

(1) 事業主体名 　香芝・王寺環境施設組合

(2) 事業目的 　熱回収推進施設整備のため

(3) 事業名称

民間活力導入可能性
調査事業

生活環境影響調査事業
施設基本設計及び

支援事業
アドバイザリー事業

(4) 事業期間 平成28年度 平成28年度 平成28年度 平成28～平成29年度

(5) 事業概要

(6) 事業計画額 6,480千円 31,752千円 14,300千円 20,000千円

熱回収推進施設の施
設基本設計を作成し
支援を行う。

熱回収推進施設のア
ドバイザリー業務を
行う。

計画支援概要

熱回収推進施設の民
間活力導入可能性調
査を実施する。

熱回収推進施設の生活
環境影響調査を実施す
る。

　熱回収推進施設に係る計画支援事業



 

【参考資料様式６-２】

都道府県名 奈良県

(1) 事業主体名 　香芝・王寺環境施設組合

(2) 事業目的 　リサイクルセンター（粗大ごみ処理施設）整備のため

(3) 事業名称 　リサイクルセンター（粗大ごみ処理施設）に係る計画支援事業

(4) 事業期間

(5) 事業概要

(6) 事業計画額

計画支援概要

平成28年度 平成28年度～平成29年度

7,300千円 10,500千円

アドバイザリー事業

リサイクルセンター（粗大ごみ処理施設）
のアドバイザリー業務を行う。

施設基本設計及び支援事業

リサイクルセンター（粗大ごみ処理施設）
の施設基本設計を作成し支援を行う。



 

別添資料 1 対象地域図 

【広域図】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【詳細図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香芝･王寺環境施設組合 
「美濃園」 

（国土地理院の電子地図に施設位置を追記して掲載） 

香芝・王寺環境施設組合 
「美濃園」 
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 施設名称 美濃園（ごみ焼却施設） 施設名称 美濃園（粗大ごみ処理施設）

所 在 地 香芝市尼寺615 所 在 地 香芝市尼寺615

竣工月日 昭和57年6月 竣工月日 昭和57年6月

敷地面積 14,325 ｍ2（全体） 敷地面積 14,325 ｍ2（全体）

処理方式 全連続運転式焼却炉 処理方式 併用施設（破砕・選別・保管）

処理能力 150ｔ/日（75ｔ/24ｈ×2炉） 処理能力 30ｔ/5ｈ

受入供給：ピットアンドクレーン方式 破砕設備：破砕機

ガス冷却：完全蒸発型 選別設備：磁選機、アルミ選別機、風力選別機、

排ガス処理：バグフィルタ、有害ガス除去装置 　　　　　　　不燃物分別機、金属プレス

飛灰処理：キレート薬剤処理

余熱利用：温水発生器、温水ボイラ

所 有 者 香芝・王寺環境施設組合 所 有 者 香芝・王寺環境施設組合

別添資料３　現有処理施設の概要

設備概要設備概要


